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昨
年
（
令
和
四
年
）
は
わ
が
国
が
主
権

を
回
復
（
昭
和
二
十
七
年
〈
一
九
五
二
〉
四

月
二
十
八
日 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

発
効
）
し
て
か
ら
“
戦
後
七
十
年
”
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
節
目
の
年
に
合
は
せ

る
か
の
や
う
に
、
政
府
は
年
末
の
十
二

月
十
六
日
、
所
謂
「
防
衛
三
文
書
」
―

国
家
安
全
保
障
戦
略
・
国
家
防
衛
戦
略
・

防
衛
力
整
備
計
画
―
を
閣
議
決
定
し
た
。

現
在
の
わ
が
国
の
安
全
保
障
環
境
が

戦
後
最
も
厳
し
い
局
面
に
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
に
、
わ
が
国
へ
の
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
に
対
す
る
「
反
撃
能
力
の
保

有
」
を
明
記
し
、
今
後
五
年
間
の
防
衛

費
総
額
を
約
四
十
三
兆
円
と
見
積
も
る

一
方
で
、
九
年
度
の
防
衛
予
算
の
水
準

が
現
在
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の

二
％
に
達
す
る
や
う
に
諸
措
置
を
講
じ

る
こ
と
な
ど
、
抜
本
的
防
衛
力
強
化
策

が
書
き
込
ま
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
三
文
書

は
、
平
成
二
十
六
年
の
安
倍
内
閣
に
よ

る
「
集
団
的
自
衛
権
の
限
定
行
使
を
容

認
す
る
新
た
な
憲
法
解
釈
」、
そ
の
具

体
策
と
し
て
翌
二
十
七
年
に
成
立
し
た

「
平
和
安
全
法
制
」
に
続
く
画
期
的
な

も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
特
記
し
た
い
の
は
、
今
回
の

文
書
が
わ
が
国
自
身
の
判
断
と
決
意
に

基
づ
い
て
策
定
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で

あ
る
。「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
の
な

か
に
次
の
や
う
な
一
節
が
あ
る
。

「
国
際
社
会
の
主
要
な
ア
ク
タ
ー
と

し
て
、
同
盟
国
・
同
志
国
等
と
連
携
し
、

国
際
関
係
に
お
け
る
新
た
な
均
衡
を
、

特
に
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
実

現
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
特
定
の
国
家

が
一
方
的
な
現
状
変
更
を
容
易
に
行
い

得
る
状
況
と
な
る
こ
と
を
防
ぎ
…
自
由

で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
を
強
化
す
る
」

戦
後
の
長
い
間
、
自
国
防
衛
を
他
国

に
依
存
し
た
ま
ま
で
国
際
社
会
の
秩
序

構
築
な
ど
我
関
せ
ず
、
で
あ
っ
た
わ

が
国
が
、「
国
際
社
会
の
主
要
な
ア
ク

タ
ー
」
と
し
て
、
世
界
の
「
新
た
な
均

衡
」
形
成
に
主
導
的
役
割
を
果
た
す

と
云
ふ
の
だ
。
主
権
回
復
か
ら
七
十
年
、

覚
醒
し
た
日
本
の
新
た
な
国
家
像
の
表

明
で
あ
り
、「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の

脱
却
」
へ
の
大
き
な
前
進
で
あ
る
。

岸
田
首
相
は
一
月
九
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
日
程
で
、
仏
・
伊
・
英
・
加
・

米
の
五
ヶ
国
を
歴
訪
し
た
。

バ
イ
デ
ン
米
国
大
統
領
と
の
会
談
後

発
表
さ
れ
た
「
日
米
共
同
声
明
」
で
は
、

「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
は
国
際
秩
序
と
整

合
し
な
い
中
国
の
行
動
や
北
朝
鮮
の
挑

発
行
動
に
よ
り
「
増
大
す
る
挑
戦
に
直

面
」
し
て
を
り
、「
欧
州
」
で
は
「
ロ

シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
不
当
且

つ
残
虐
な
侵
略
戦
争
を
継
続
」
し
て
ゐ

る
と
指
摘
し
て
ゐ
た
。
こ
の
状
況
に
対

し
て
日
米
両
国
は
、「
世
界
の
い
か
な

る
場
所
に
お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
力
ま

た
は
威
嚇
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更

の
試
み
に
強
く
反
対
す
る
」
と
述
べ
た

後
、「（
防
衛
三
文
書
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
や
う

な
）
わ
が
国
の
抜
本
的
防
衛
力
の
強
化

と
外
交
的
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
の

日
本
の
果
敢
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
称

賛
し
」、
日
本
の
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
「
イ
ン
ド
太
平
洋
と
国
際
社
会
全
体

の
安
全
保
障
を
強
化
し
、
日
米
関
係
を

「
現
代
化
す
る
も
の
と
な
る
」
と
記
し

て
、
反
撃
能
力
の
保
有
、
大
幅
な
防
衛

費
の
増
額
な
ど
を
謳
っ
た
わ
が
国
の
防

衛
力
強
化
策
を
髙
く
評
価
し
た
。

そ
の
後
、
岸
田
首
相
は
ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
高
等
国
際
関
係
大
学

院
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
に
臨
ん
だ
。
冒

頭
で
述
べ
た
い
こ
と
は
三
つ
あ
る
と

し
て
、
①
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩

序
が
重
大
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
を

り
、
②
日
本
は
世
界
の
平
和
と
繁
栄

や
安
定
的
な
国
際
秩
序
を
能
動
的
に
創

り
出
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
こ
と
、
③

日
米
は
最
も
重
要
な
同
盟
国
で
あ
り
一

層
絆
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
述

べ
た
後
、
自
分
は
昨
年
、
外
交
・
安
全

保
障
政
策
に
つ
い
て
二
つ
の
大
き
な
決

断
―
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
対
す
る

対
露
政
策
の
転
換
と
〈
防
衛
三
文
書
の
策
定
に

よ
る
〉
日
本
の
安
全
保
障
政
策
の
転
換
―
を

し
た
と
語
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
決
断
は

「
吉
田
茂
元
総
理
の
日
米
安
保
条
約
の

締
結
、
岸
信
介
元
総
理
の
安
保
条
約
の

改
定
、
安
倍
晋
三
元
総
理
の
平
和
安
全

法
制
の
策
定
に
続
き
、
歴
史
上
最
も
重

要
な
決
定
の
一
つ
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

今
回
の
「
防
衛
三
文
書
」
に
は
米
国

を
初
め
と
し
て
歴
訪
し
た
諸
国
か
ら
も

賛
意
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に

そ
の
内
容
が
国
際
公
約
と
な
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
国
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

は
必
要
で
あ
る
が
、
一
国
の
指
導
者
で

あ
る
首
相
は
退
嬰
的
な
一
部
世
論
に
妥

協
し
て
は
な
ら
な
い
。
信
念
な
き
妥
協

は
迎
合
と
な
る
。
政
策
実
現
へ
向
け
た

首
相
の
英
断
を
望
み
た
い
。（
本
会
顧
問
）

  「
防
衛
三
文
書
」
の
閣
議
決
定
に
思
ふ
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「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
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脱
却
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の
大
き
な
前
進
だ—

  
     

今 

林 

賢 

郁 




